
小規模事業者経済動向調査報告書（要約版）から 

 

 

◎平成29年 10月～12月のＤＩ及び前期（平成29年７月～９月）との比較 

 

製 造 業：資金繰りを除いて、他の全ての項目がマイナスのＤＩになるなど、景

況感は厳しい。更に、ポイント値の判断が、資金繰りを除いて悪化又

は大幅悪化を示すなど、前期（平成29年７月～９月）と比較して

も景況感の厳しさが増してきている。 

建 設 業：完成工事（請負工事）額を除く項目が、全てマイナスのＤＩになるな

ど景況感は引き続き厳しい。一方で、前期（平成29年７月～９月）

との比較判断が大幅好転や好転を示す項目が出てくるなど、改

善の兆しもみられる。 

小 売 業：前期（平成 29 年７月～９月）に引き続いて、５項目全てがマイナ

スのＤＩである。更に、資金繰りを除いて全ての項目の比較判断が悪

化を示すなど、景況感の厳しさが増してきている。 

サービス業：客単価の項目が大幅好転を示すなど、好転や横ばいを示す項目が多く

業種全体として堅調な景況感が伺える。 


